
人や物資の移動の通行空間通行機能
沿道の土地利用のための出入等沿道利用機能

景観等の都市環境保全都市環境機能
災害発生時避難通路・救援活動避難・救援機能都市防災機

能 火災等の拡大遅延・防止災害防止機能
バス等の公共交通を導入公共交通のための導入空間

収容空間 上下水道、ガス等の供給処理
供給処理・通信情報施設
の空間

電柱、案内板等の空間道路付属物のための空間
都市の骨格としての都市主軸都市構造・土地利用の誘導形成
宅地を区画する街区形成街区形成機能
コミュニティ空間生活機能

出典︓「都市計画マニュアルⅡ【都市施設・公園緑地編】」(㈳日本都市計画学会)

図1-1 都市計画道路の機能（イメージ）

表1-1 都市計画道路の機能

市街地
形成機能

市街地
形成機能

空間機能

【鼓川通線(街路事業) 】

整備前 整備後

１. 都市計画道路見直しの背景と必要性

①交通機能

②空間機能

③市街地形成機能

1.1 都市計画道路の機能

都市計画道路とは、都市施設として都市計画法に基づいて都市計画決定された道路です。
都市計画道路の機能は、大別して①交通機能、②空間機能、③市街地形成機能の３つの

機能を有しており、本市では、令和５年度末時点で152路線を都市計画決定しております。

- 2 -



出典︓鹿児島市の都市計画 （鹿児島市 R6.3.31）

図1-2 都市計画道路の整備状況(R6.3.31)

進捗率
(％)合 計市 道

県 道
道 路 種 別

区 分

237.353148.99352.21024.42027.79036.150延長(km)
計画決定

452.847251.436120.61955.87964.74080.792面積(ha)

86%204.973132.70344.08020.04024.04028.190延長(km)
改良済

88%398.547226.364105.80248.87156.93166.382面積(ha)
6.3701.4903.3600.0003.3601.520延長(km)

計画決定
10.1291.9375.1520.0005.1523.040面積(ha)

60%3.8300.8802.2800.0002.2800.670延長(km)
改良済

60%6.0681.1443.5840.0003.5841.340面積(ha)
243.723150.48355.57024.42031.15037.670延長(km)

計画決定合

計

462.976253.373125.77155.87969.89283.832面積(ha)

86%208.803133.61046.36020.04026.32028.860延長(km)
改良済

87%404.615227.508109.38648.87160.51567.722面積(ha)

(未整備路線の当初都市計画決定からの経過年数)

全国平均67%(R5.3.３1 現在 都市計画現況調査より）

表1-2 都市計画道路（152路線）の整備状況

鹿
児
島

都
市
計
画
区
域

郡
山
都
市

計
画
区
域

国道
主要地方道 一般地方道 小 計

１. 都市計画道路見直しの背景と必要性

(未整備区間の割合)

1.2 都市計画道路の整備状況

都市計画道路のうち、都市の骨格を形成する上で重要である幹線街路の未改良路線
（25路線）を対象に検討します。

都市計画道路整備の進歩率は、全国平均67％に対して86％であり、未整備延長は約
34.9km です。

未整備路線のうち、当初都市計画決定から20年以上経過している路線が92%を占めて
います。

改良済

86%(188km)

未改良

14%(30km)

全延長

218km

※都市計画道路のうち、
幹線街路(117路線︓218km）を基に集計 ※未整備路線(25路線）を基に集計

10〜19年

8%(2路線)

20〜29年

12%(3路線)

30〜39年

28%(7路線)

40〜49年

12%(3路線)

50年以上

40%(10路線)
路線数

25路線

都決から20年
以上経過してい
る路線が92％

未整備路線の現状

117路線
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１. 都市計画道路見直しの背景と必要性

①人口減少・少子高齢化
・2045(R27)年の鹿児島市の人口が2010 (H22

ピーク時)より、約18ﾎﾟｲﾝﾄ減少
②財政状況

③車両台数

④渋滞状況
・一般会計当初予算で土木費予算は2011(H23)年度

に比べて半分以下

・乗用車特に軽自動車が増加傾向

・主要渋滞箇所では慢性的な渋滞が発生し、定時性や
速達性が未確保

・市街地部の道路混雑割合が全国ワースト１位

⑤上位・関連計画
・総合計画や都市計画マスタープラン等の上位・

関連計画をふまえ、コンパクトなまちづくりに
向けた方向性が示されている

⑥建築制限の長期化
・都市計画決定区域内(道路内)で、過去20

年間に計202棟の建築制限を受けている

都市計画道路区域

⑦政府方針
・新しい時代に対応したまちづくり、地域づ

くりを目指している

⑧国・県の動き
・都市計画道路見直しに向けた技術的助言や手

引きが国や県によって示されている

社
会
経
済
情
勢

計

画

国
・
県

1.3 都市計画道路見直しの背景

出典︓国勢調査(各年)、国立社会保障・人口問題研究所(R5) 出典︓鹿児島市一般会計算出予算(各年)

出典︓鹿児島県長期未着手都市計画道路見直し
ガイドライン（鹿児島県 H20.5）

図1-3 鹿児島市の人口推移

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

土
木
費
／
一
般
会
計
総
額

土
木
費(

百
万
円)

土木費（百万円） 全体予算に対する割合

半分
以下

図1-4 鹿児島市の土木費の推移

出典︓新経済・財政再生計画 改革工程表2022
（厚生労働省保健局 R4.12）

25

35

45

55

65
（万人）

（年）

18pt人口ﾋﾟｰｸ
2010年

長期未着手となっている都市計画道路については、以下のような背景により見直しが
必要となっています。
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１. 都市計画道路見直しの背景と必要性

1.4 都市計画道路見直しの流れ

都市計画道路のうち、未着手区間が存在する幹線街路25路線を対象とし、それぞれの
路線について必要性等の評価を行い、学識経験者等で構成する「鹿児島市都市計画道路
見直し協議会」や市民のみなさまのご意見を伺いながら、「存続路線」、「変更路線」、
「廃止路線」に分類するこの基本方針を定め、最終的に都市計画変更を行ってまいりま
す。

変更路線(幅員縮小)

18 000

1 500 1 500 3 000

停車帯 植樹帯

1 000 2 000

自転車 歩道通行帯

3 000 1 500 1 500 3 000

植樹帯 停車帯 車道
2 000 1 000

歩道 自転車通行帯

3 000

車道

中心線

12 000

3 000

車道

中心線

2 500 500

歩道 路肩

3 000 500 2 500

車道 路肩 歩道

幅員 18m 幅員 12m

変更路線(既存道路活用)
現
道 現

道 都
市
計
画
道
路(

廃
止)

都市計画道路
（変更）

図1-6 都市計画道路の変更（イメージ）

終点側の都市計画
道路が廃止された
場合、取付を現道
までに短縮

図1-5 都市計画道路見直しの流れ

都
市
計
画
道
路
見
直
し

存続路線 都
市
計
画
変
更

背 景

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◆
鹿
児
島
市
都
市
計
画
道
路

見
直
し
協
議
会

意 見

廃止路線

基本方針

変更路線
(幅員縮小等)

都
市
計
画
道
路
（
幹
線
街
路
）

◆
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
等

◆
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

未整備の
25路線

「存続路線」 都市計画道路としての必要性が高く計画決定の継続が妥当であり、事業実施において
大きな課題がないと判断される路線

「変更路線」 都市計画道路としての必要性が高いが、事業実施において課題があり計画の変更を
要すると判断される路線

「廃止路線」 都市計画道路としての必要性が低く、計画決定の継続が妥当でないと判断される路線

※ここで言う廃止とは都市計画道路としての整備をしないことであって、現道がある場合、その道路が廃止され通行できなく
なるという意味ではありません。
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１. 都市計画道路見直しの背景と必要性

図1-7 見直し検討対象路線︓都市計画道路の整備未完了区間と事業中区間（25路線）

1.5 見直し検討対象路線
見直し検討対象路線は、下図に示す25路線です。
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